
令和４年９月７日（水） 

午後７時～オンライン開催 

  

令和４年度第１回世田谷区認知症施策評価委員会 次第 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 議 事 

（１）世田谷区認知症とともに生きる希望計画の進捗について 

・・・資料１－①～⑥【６０分】 

   ＜討議事項＞ 

   ①令和４年度の各プロジェクトの取組み状況（実績）と課題及び今後の進め方、 

第１期目標の評価方法について 

②推進体制の基盤づくりについて 

 

（２）その他 

 

 

４ 報 告 

（１）世田谷区成年後見制度利用促進基本計画の取組状況について・・・資料２【１５分】 

 

 

（２）その他 

 

 

配付資料 

資料１－① 世田谷区認知症とともに生きる希望計画～中長期的なステップ～ 

資料１－② 希望計画における目標達成に向けた令和４年度取組み実績と課題及び今後の進め方、 

評価方法について  

資料１－③ 「世田谷区民意識調査 2022 報告書」（一部抜粋） 

資料１－④ 希望条例普及用チラシ 

資料１－⑤ 各地区のアクション事例 

資料１－⑥ 世田谷区の認知症高齢者数に関する統計 

資料２   世田谷区成年後見制度利用促進基本計画の取組状況について 

参考資料  認知症サポーター養成講座標準教材検討会資料 

 



■いままでの認知症観を変え、認知症になっても希望をもって暮らせる地域・社会づくりは、

継続的に取り組む⇒そこで中長期的な推進体制を検討し進めていくこととした。

令和３年度～５年度 中期（令和６年度～ ） 長期（令和 年度～）

（希望計画 第1期） （希望計画 第2期） （希望計画 第3期）

世田谷区認知症とともに生きる希望計画
～中長期的なステップ～

【重点テーマ】
・認知症観の転換
・本人が発信・参加、ともにつくる
・みんなが「備える」「私の希望ファイル」
・希望と人権を大切に、暮らしやすい
地域をともにつくる

～令和６年度からの新たな世田谷区基本計画との整合性～

より良い取り組みを全区で展開

推進体制の基盤づくり

希望条例の実現

第１期を踏まえた計画 第１・２期を踏まえた計画

令和４年９月７日（水） 令和４年度第１回世田谷区
認知症施策評価委員会 資料１－①
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１．情報発信・共有プロジェクト 

 

目標 ①認知症観の転換を図る 

３年間の取組み 

・情報発信・共有プロジェクトを中心として、本人の想いや体験等を

記した、パンフレットやホームページなど、認知症観の転換を図る多

様な媒体を本人とともに作成していきます。 

・多様な媒体を活用し、イベントを含む各事業等を通して、子どもを

含めた区民等にわかりやすく伝え、話し合い、希望条例の理解を深め

ていきます。 

・「第９期世田谷区高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」に向け

た令和４年度の「世田谷区高齢者ニーズ調査・介護保険実態調査」等

にて現状値を図る調査を実施します。 

内容 
現状値 

（令和４年８月現在） 

目標値 

（令和５年度） 

認知症になってからも

自分らしく希望を持っ

て暮らすことができる

と思う人の割合 

令和４年５月 

区民意識調査より 

 

２割 

６割 

 

（１）３年間の具体的取組み 

３年度 ４年度 ５年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（２）令和４年度の取組み実績と課題及び今後の進め方（令和４年８月現在） 

（３）第１期目標値の評価方法 

  

 

 

【評価方法】 

今後、「第 9期世田谷区高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」に向けた令和 4年度「世田谷区

高齢者ニーズ調査・介護保険実態調査」のほか、令和 4年度区民意識調査やイベント、講演会参加

者に対するアンケートにて現状値を図る調査を実施していく。※令和 4年度区民意識調査結果は、

【資料 1－③】「世田谷区民意識調査 2022 報告書」（一部抜粋）参照。 

第１期目標 ①認知症観の転換を図る 

令和４年度目標 

●アクション講座テキスト（子ども向けアクション講座テキスト含む）、「認知症

あんしんガイドブック」（認知症ケアパス）など、啓発資材について、対象や

ねらいに応じ優先順位をつけながら検討及び作成する。作成には本人参画を基

本としていく。 

●本人発信動画の作成及び上映 

実績 課題及び今後の進め方 

① アクション講座用資材の作成 

・令和 4年 3月に発行した「世田谷 認知症とともに生きる みん

なでアクションガイドのデータを、4 月末、区及び認知症在宅

生活サポートセンターのホームページ上に公開。 

・懇話会や各関係団体等への条例説明時に配布可能とした。 

・認知症の本人が出演する動画を、アクション講座の基本資材と

して活用。 

・アクションガイドは 3年に 1回程度の

改訂を見越し、今年度はあんしんすこ

やかセンターに対し、講座実施後のア

ンケートをとり、改訂に向けた意見収

集を行う。 

 

 

② 子ども向け普及啓発資材の作成 

・子ども用資材は、年齢や学校のニーズにより啓発方法も異なる。

当面はパワーポイントを活用し、今後必要な共通資材について

は検討していく。 

※社会福祉協議会の福祉体験授業との合同開催など開催方法に応

じ柔軟に企画。本人が講師になるなど認知症のご本人の声を直

接届ける工夫をしていく。 

・対象年齢や学校の要望に沿いながら柔

軟にアクション講座を展開していく

ために、必要な資材など検討し作成し

ていく。子ども達に何を伝えていく

か、また、どのようにして教育委員会

や学校関係者と継続的に連携してい

くかも含め、検討する必要がある。 

③ 「認知症あんしんガイドブック」（認知症ケアパス）の改訂 

 ・令和 4年 6月、あんしんすこやかセンターを対象にアンケート

を実施。 

  →約 89％が「改訂の必要性を感じている」と回答。本人や家族

の声や仲間に出会える場等の情報も掲載すべきとの意見あり。 

・今年度は「認知症あんしんガイドブック」（認知症ケアパス）の

配付対象や内容についての検討会立ち上げを検討。 

・改訂版の完成、配付開始は令和 5年度を予定。 

・「認知症あんしんガイドブック」（認知

症ケアパス）の作成にあたり対象・内

容・作成メンバー等の検討を今年度よ

り進める必要がある。認知症のご本人

の声を反映しながら完成を目指して

いく。 

④ 普及資材（ノベルティ）の作成 

 ・アクション講座を受講した証として、従来のオレンジリングや認

知症サポーターカードに替わる普及資材（ノベルティ）の作成検

討を開始。 

→（案）認知症のご本人が描いた絵を掲載したクリアファイル 

※講座受講後も、アクションガイドを継続的に使用してもらう。 

・目的・対象など様々な意見がある。地

域づくりに取り組む区民に、配布して

いく資材を優先して作成を検討して

いく。 

        フィードバックをもとに順次更新を重ねる 

区民向け普及 

区民・専門職向

け広報資材の

作成 
専門職向け普及 

       フィードバックをもとに 

    順次更新を重ねる 子ども向け 

広報資材の作成 

子ども向け普及 

 希望条例・計画の普及 

希望計画における目標達成に向けた令和４年度取組み実績と課題及び今後の進め方、評価方法について 

 目標値「認知症になってからも自分らしく希望を持って暮らすことができると思う人の割合」 

⇒６割（令和５年度） 

令和４年９月７日（水） 令和４年度第１回世田谷区 

認知症施策評価委員会  資料１－② 
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２．本人発信・参画プロジェクト 

目標 ②本人の発信・参加を推進する 

３年間の取組み 

・本人発信・参画プロジェクトを中心に活動を展開し、本人が発信・

社会参加する場面を、ビデオメッセージやオンラインを含めた多様

な機会を通じてつくります。 

・本人交流会等の実施場所（地域）と実施回数や参加者を拡充して

いきます。 

内容 
現状値 

（令和４年８月現在） 

目標値 

（令和５年度） 

認知症に関わる会議、

検討会及び講演会、イ

ベント、シンポジウ

ム、交流会等に本人が

参画している割合 

本人交流会・講演会・

研修会、認知症にかか

わる検討会等への参画 

 

ほぼ１０割 

９割 

 

（１）３年間の具体的取組み 

３年度 ４年度 ５年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）令和４年度の取組み実績と課題及び今後の進め方（令和４年８月現在） 

 

（３）第１期目標値の評価方法 

  

 

 

【評価方法】 

目標値に対する評価は、当該年度に認知症の本人が参画できる機会の計画に対しての参画率として

いる。 

第１期目標 ②本人の発信・参加を推進する 

令和４年度目標 

●本人発信・社会参加の仕組みづくりに向けての検討 

・診断後支援の仕組み 

・社会参加、役割の創出の仕組み（有償ボランティア、ピア活動ほか） 

・本人交流会等、つながる機会や場づくり  

 ・若年性認知症の方への支援の仕組み 

●本人発信動画や講演会等、本人参画の継続 

実績 課題及び今後の進め方 

① 認知症講演会（5月 31 日開催） 

認知症の本人の対談を実施。本人のこれまでや現在の生活のこと、来場者へのメッ

セージ等をお話いただいた。 

【参加者アンケートから】（一部抜粋） 

・本人の話がとても良かったです。明るく元気な認知症の方が自ら語ってくださる、

その時間に触れることで認知症の方に対するイメージが変わると思います。 

・本人が次々に起こる身体上の問題に向き合い、現在も人前でお話できることに感激。 

・本人交流会等につい

ては、新しい認知症

の本人の参画があ

り、あんしんすこや

かセンターを通じ

て、メンバーは増え

つつある。 

 

・世田谷区の人口規模

を考えると、認知症

の本人が相当数い

らっしゃるはずだ

が、十分な把握がで

きていない現状が

ある。 

 

・今後は、本人が発信

参加できる仕組み

づくりについて、ま

ずは現状を共有し

たうえで、本人や関

係者とともに具体

的な検討を進める

必要がある。 

② アクション講座＠等々力小学校（6月 9日開催） 

 等々力小 4 年生対象の福祉体験授業＋アクション講座にて、認知症の本人が体育館

で児童全員とトークセッションを行った。開催後、児童たちから感謝の気持ちを記し

た手紙や、学んだことをもとに作成したポスターが認知症の本人やあんしんすこやか

センター・社会福祉協議会職員へ贈られた。 

【参加した児童から】（一部抜粋） 

・（認知症の本人は）認知症でも明るく元気だなと思いました。 

・私のおばあちゃんにも「こわくないよ」「だいじょうぶだよ」と声をかけたいです。 

・お父さんやお母さんが認知症になっても、不安にさせないで自分がサポートしたい

です。知っている人が認知症になったら今日教えてもらったことをお話したいです。 

③ 認知症専門相談員（あんしんすこやかセンター職員）研修会（7月 27 日開催） 

認知症の本人 3 人を講師として迎え、本人の経験や思い、生活の中で楽しみにして

いること、大切にしたいこと、地域とのつながりを感じる場面等をお話いただいた。 

【参加者アンケートから】（一部抜粋） 

・本人の生の声をお聴きできたことで、「認知症だから〇〇」ではなく、まず大前提と

して個人を尊重した関わり・取組みを行っていきたいと思えた。 

・本人とご家族の温かなお話をお聞きして、同じように思える方が少しでも増える地

域を作っていきたいと思った。 

④ 認知症の本人のメッセージを様々な資材を活用して発信 

・希望条例普及用チラシ【資料 1－④】に認知症の本人のメッセージを掲載して配付。 

 ※配付先は 5ページ「6.その他 ◇その他情報発信の取組み」を参照。 

・アクション講座にて、認知症本人のメッセージ動画を使用。 

本人の参画機会の拡充 

認知症に関わる会議、講演会等イベント、交流会や地域アクション、 日常生活場面での本人参画の継続  

        フィードバックをもとに順次更新を重ねる 

本人発信動

画の作成 

区民向け普及 

専門職向け普及 

 目標値「認知症に関わる会議、検討会及び講演会、イベント、シンポジウム、交流会等に本人

が参画している割合」⇒９割（令和５年度） 

本人発信の仕組みづくり New! 

! 
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３．私の希望ファイルプロジェクト 

目標 ③「私の希望ファイル」の取組みを通して、認知症への備えを推進する 

３年間の取組み 

・「私の希望ファイル」プロジェクトを中心に、アクションチームが本人

とともに話し合う場の拡充に取り組みます。 

・本人を含む区民等と希望条例をテーマにした話し合いを行う中で「私

の希望ファイル」を実際に体験し、本人のフィードバックをもとに令

和３年度から令和５年度までの３年間をかけて内容を更新していき

ます。 

・アクションチームは、区内２８地区で活動が実施できるよう、活動に

つながる準備等の始動を含めて取り組みます。 

内容 
現状値 

（令和４年８月現在） 

目標値 

（令和５年度） 

「私の希望ファイル」に

ついて話し合うアクシ

ョンチームの実施、「私

の希望ファイル」の更

新、充実 

希望のリーフ等様々な

ツールを活用した「私

の希望」を考える機会

づくり 

 

調査中 

区内２８地区 

で始動 

 

（１）３年間の具体的取組み 

３年度 ４年度 ５年度 

 

 

 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）令和４年度の取組み実績と課題及び今後の進め方（令和４年８月現在） 

 

（３）第１期目標値の評価方法 

  

 

 

 

【評価方法】 

アクションチーム等（本人交流会、ケアマネジャー、家族会、認知症カフェ等の地域での活動を含

む）において、「私の希望ファイル」や「希望のリーフ」等を活用し、本人の希望についての話し合い

を始めた時点で「始動」とする。 

第１期目標 ③「私の希望ファイル」の取組みを通して、認知症への備えを推進する 

令和４年度目標 

・私の希望ファイルの在り方についての検討。 

・本人の声を聴きながら、希望につながるファイルの在り方について検討し 

方向性を整理する。令和 5 年度までに方向性を確定することを目標とする。 

・希望のリーフ等を活用し、「私の希望」を考え、発信する機会や場づくり。 

実績 課題及び今後の進め方 

① 希望のファイルの取り組み（本人発信・参画プロジェクトと連動） 

【令和 3年度】 

◇月 1回程度定例会実施 

希望ファイルの在り方検討…書いて残すエンディングノー 

トとは異なり、話しながら、やりたいことや生きがいなどを書

き、お互いに語り合うことで希望を見つけていく。 

試行…本人交流会や認知症カフェで写真を持ち寄り、希望を語

る等を試行的に実施。本人の声を基に検討する必要性があるた

め、本人発信・参画プロジェクトと一緒に進めていく。 

【令和 4年度】 

◇月 1回定例会実施予定 

7 月より本人発信・参画プロジェクトと合同で検討へ。 

◇他自治体の若年性認知症相談窓口担当者の活動報告から、診断

前後の相談支援、本人の希望と場のマッチングの状況を学ぶ。 

・「私の希望ファイル」は、書くことを目的

とせず、本人の思いや希望を周囲に伝え、

地域での生活に活かしていくことが重

要。本人発信・参画プロジェクトや地域づ

くりプロジェクトと連動し進める必要が

ある。 

・本人発信や社会参加の仕組みづくりも併

行して検討していく。 

② 希望のリーフの取り組み（地域づくりプロジェクトと連動） 

アクション講座の中で「認知症があってもずっと暮らし続けら

れる地域の実現」を参加者全員で考えるツールとして、“希望の

リーフ”の取組み（“希望のリーフ”に各自が希望を書き、“希

望の木”に貼付し仲間と共有する）を展開。希望を叶える地域の

取組みのシンボルとして活用されている。希望の木は、認知症社

会参加型プログラムの一環として、介護事業所へ依頼し、認知症

の本人に作成いただいた。 

アクション講座で集積した希望のリーフ

は、地区で柔軟に活用できることとしてい

る。リーフを地域づくりに、どのように反映

できるか。 

 
「私の希望ファイル」の

在り方検討・試行 

本人発信プロジェクトと連動し、本人の声を集めながら、 

在り方を検討 

 

目標値『希望ファイル』について話し合うアクションチームの実施。私の希望ファイルの更新、

充実⇒区内２８地区で始動 

希望のリーフ等活用した 

本人発信の機会・場づくり 

アクション講座等の取り組みを 
地域づくりにつなげていく New! 

! 
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４．地域づくりプロジェクト 

目標 ④安心して暮らし続けられる地域づくりを推進する 

３年間の取組み 

・地域づくりプロジェクトを中心に活動を展開し、地域の多様な人々とと

もにアクションチームが自発的に結成されるよう取り組み、活動の中で

の好事例集を作成し、区民等や全地区へ広げていきます。 

・アクションチームは、区内２８地区で活動が実施できるよう、活動につ

ながる準備等の始動を含めて取り組みます。 

・認知症になってからも安心して暮らし続けられる地域づくりを従来の認

知症サポーター養成講座の内容を補強しながら世田谷版認知症サポータ

ー養成講座に取り組みます。 

内容 
現状値 

（令和４年８月現在） 

目標値 

（令和５年度） 

地域づくりについて話し

合うアクションチームの

実施 

区内２８地区 

で着手 

区内２８地区 

で始動 

世田谷版認知症サポータ

ーの累計数（従来のサポ

ーターを含む） 

３７,６５５人 ５３，０４０人 

 

（１）３年間の具体的取組み 

３年度 ４年度 ５年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）令和４年度の取組み実績と課題及び今後の進め方（令和４年８月現在） 

 

（３）第１期目標値の評価方法 

  

 

 

 

【評価方法】 

① 四者（まちづくりセンター・あんしんすこやかセンター・社会福祉協議会・児童館）が地区内で

の企画や取組みの概要（案）等について話し合いを始めた時点で「着手」とする。 

②アクション講座（世田谷版認知症サポーター養成講座）の受講者のほか、従来の認知症サポータ

ーを含めた累計数とする。 

第１期目標 ④安心して暮らし続けられる地域づくりを推進する 

令和４年度目標 
引き続き、認知症に関心のある地区、地域団体等へ主体的・自主的なアクシ

ョンチームの結成に向けた話し合いの推進 

実績 課題及び今後の進め方 

①地区における希望条例の普及啓発 

◇地区：アクション講座（あんしんすこやかセンター実施） 

→小中学校、高校、大学、民生委員、金融機関等を対象に実施。 

   令和 3年度 17 回 受講者 737人 

令和 4年度 26 回 受講者 674 人（令和 4年 7月末時点） 

◇懇話会の開催 

地区の推進役の三者（または四者）連携や関係団体に対し、条

例の理解促進を目的とした懇話会を開催 

令和 3年度 開催回数 26 回 

令和 4年度 開催回数 10 回  

（内訳） 

  ・地区（四者連携等） 10 回 

  ※その他 福祉人材育成・研修センターでの研修 1 回 

◇全区における希望条例の普及啓発 

・認知症講演会（全区的なアクション講座を兼ねて開催） 

→認知症の本人（藤原郁子氏）との対談あり。 

5 月 31 日･･･来場者 38 人 

・啓発型もの忘れチェック相談会（医師による講演会） 

→今年度より、新たに希望条例についても説明。 

・あんしんすこやかセンターがアクショ

ン講座を様々な機関や団体等に向けて

開催できるよう、環境づくりを進める必

要がある。（人材育成、資材等の調整他） 

・講座をきっかけにアクションチームが

結成できるようなねらいの浸透を図り、

拡充していく必要がある。 

・アクション講座は、あんしんすこやかセ

ンターが中心となって実施しているが、

さらなる普及啓発のためには、より多く

の人が講座を実施し、広く展開できる仕

組みを検討していく必要がある。 

 

②アクションチームの動き・アクションの実際 

・令和 3年度のパイロット地区である深沢地区、砧地区、上北沢

地区は、地区の状況に応じたアクション展開中。 

・経堂地区・烏山地区・太子堂地区等がアクションチームを結成

し、アクションの始動あり。その他の地区においても、アクシ

ョン講座や懇話会後に四者で検討を重ねていたり、講座をきっ

かけにアクションが始まっている地区もある、既存の認知症の

本人と支え合いを活かした活動を予定している地区もあり。 

→地区の状況に応じて、少しずつ取組みが始まってきている。 

※資料１－⑤「各地区のアクション事例」参照。 

・令和 4 年度のアクションチームやアク

ションがどのような流れで活動が始ま

っているか情報を把握・集約し、他の地

区へ発信していく必要がある。 

・本人参画のアクションになっているか

確認していく必要がある。 

・地区のアクションは、地域の実情に応じ

た展開のため、進め方は地区ごとに異な

る。今後も地区の進捗管理を行いなが

ら、区としての推進およびバックアップ

体制を検討していく必要がある。 

目標値 

①「地域づくりについて話し合うアクションチームの実施」⇒区内２８地区で始動（令和５年度） 

②「世田谷版認知症サポーター累計数（従来のサポーター含む）」⇒５３，０４０人（令和５年度） 

           テキストの内容は３年ごとに見直し、更新を図る 
・新テキストの作成 

・アクションガイドを 

 使用したアクション 

講座を開催 

 

地区でアクション講座を展開していく 

※全区版アクション講座は講演会等と合わせて実施 

 

 

・認知症に関心のある地区、地域団体等に向けたはたらきかけ 

・アクションチームの結成、アクションの実践、アクションチームの交流 

パイロット地区の結成 
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５．庁内推進体制づくり                                                              

                                                            

 

 

 

６．その他 

 ◇認知症サポーター養成講座標準教材検討会 

7月、厚生労働省「認知症サポーター養成講座標準教材検討会」内の自治体ヒアリングにおいて、

希望条例やアクション講座、アクションガイド作成等の取組みの背景等について説明。今後、国の

テキストも、認知症の人や家族の視点、共生の考え方を重視する内容を検討している。 

◇その他情報発信の取組み 

   ・チラシ：まちづくりセンター、あんしんすこやかセンター、社会福祉協議会、児童館、図書館、

青少年交流センター、不動産店、医師会、歯科医師会、薬剤師会、医療機関、区広報板、

庁内掲示・配架 等（5,000 部作成） 

   ・ポスター：東急世田谷線駅、三茶パティオ柱（2本）、区役所工事仮囲い（2箇所） 

   ・マグネットシート：区及び介護事業所等の車両ドアに貼付 

   ・区のおしらせ（地域版）7月 25 日号 ※一面で上北沢地区の取組み紹介 

   ・中央図書館テーマ本コーナー展示（8月 25 日～9月 29 日） 

   ・「ねつせた！」（若者によるまちの魅力発信メディア）にて希望条例ポスターや RUN 伴プラスせたがやに

ついて Twitter で情報発信。（8月 18 日、22日）【下図参照】 

   ・東京 2020 大会 1周年記念「SETAGAYA SPORTS FESTIVAL」（8月 13 日）やボッチャ世田谷カップ本大会

（8月 20 日）において折り鶴モザイクアートパネルを展示。【下図参照】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績 課題及び今後の進め方 

① 庁内推進体制づくり 

各関係団体及び関係部署への啓発、働きかけ（予定含む） 

（内訳） 

  ・まちづくりセンター等、地域行政に関する部署 6 回 

  ・児童館長会、社会福祉協議会等        3 回 

  ・保健福祉課等、保健福祉領域等の会議     5 回 

  ・人権擁護委員、行政委員等の会議       2 回 

   

 ◇希望計画全般に関する各部署からの意見（反応） 

  ・地区によって特色がある。各地区のペースで着実にでき

ることから取組みを進めていきたい。 

・アクションチームとは具体的にどのような活動を行うの

か、イメージがわかない。 

・本人参画は時間がかかるが、少しずつ進めていきたい。 

  ・地区の活動に対する活動費が必要。今後、柔軟に対応し

てほしい。 

・令和 4年度は、地区の四者（まちづくりセンター・

あんしんすこやかセンター・社会福祉協議会・児童

館）を中心に、各地区の状況に応じた検討を行い、

取り組みが始まっている。地区アクションの後方

支援を担う各総合支所地域振興課や保健福祉セン

ター4 課、地区を取り巻く様々な関係団体に発信

し、地域づくりをともに取り組めるよう体制づく

りを構築していく必要がある。 

 

・アクションチームについての考え方や各部署の役

割の具体的なイメージがつかめない等の意見は、

昨年度に引き続き一部の地区から寄せられてい

る。今後も引き続き相互理解を進めていただきな

がら、認知症在宅生活サポートセンターも実践を

サポートする中で、地区の具体的な動きを後押し

する体制づくりが必要である。 

 

・引き続き、教育委員会や災害対策、都市整備等の分

野にも希望条例の理念を伝え、庁内全体で横断的

に連携し、施策を推進していく必要がある。 

② 情報発信プロジェクトと連携した普及啓発 

ポスター・チラシ・車両貼付用普及啓発マグネットシート、

区報掲載等、情報発信・共有プロジェクトと情報共有しな

がら、啓発資材を作成した。 

状況を見ながら段階的・継続的に普及啓発を進めて

いく必要がある。 

 

③各あんしんすこやかセンターに認知症地域支援推進員を 

配置していく体制づくり 

各地区で主体的な地域づくりを進めていくために

も、あんしんすこやかセンター職員の中に計画的に

認知症地域支援推進員を増やしていく必要がある。 

④ 認知症の本人の行方不明時の連携強化 

認知症の本人の「安心・安全な外出を守る地域づくり」を実

現するため、また、行方不明発生時のさらなる迅速な対応の実

現に向け、あんしんすこやかセンター、社会福祉協議会、保健

福祉課等関係機関の相互連携の強化を図った。 

 

組織を超えて、警察署や社会福祉協議会等との連携

及びネットワークの構築に向けて、適宜取組みを進

めるとともに、認知症の本人の生活に身近な関係機

関にも協力いただけるよう働きかけを行い、高齢者

見守りの一環として、地域全体で認知症の本人の「安

心・安全な外出を守る地域づくり」を実現するための

連携体制づくりを引き続き進めていく。 

ねつせた！Twitter 

（8 月 18 日、22 日配信） 

【今後の予定】 

・区役所第 1庁舎 1階 区政ＰＲコーナー展示

（9月 12 日～22日） 

・区のおしらせ 10月 15 日号 

※見開きで希望条例や取組みについて特集 

・希望条例普及啓発イベント 

※令和 5年 2月頃開催予定 

ボッチャ世田谷カップ本大会 

（8 月 20 日開催） 

東京 2020 大会 1 周年記念

「SETAGAYA SPORTS 

FESTIVAL」 

（8 月 13 日開催） 
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